






































る抑制方針の撤廃により、小学校教諭一種免許状の認定課程を有する私立大学は、2005 年の 50 大学
から 2011 年には 153 大学へと 3 倍以上に増加し、小学校教員養成における私立大学の重要性は増し












バスを確認・印刷できた 136 シラバス（2013 年度（一部 2014 年度））である。
　社会科教育法のシラバスにおける模擬授業について、導入回数と内容をまとめたものが第１表およ
び第２表である。社会科教育法の授業に模擬授業を導入しているのは、136 シラバス中 92 シラバスで、
導入率は 67.6％である。3 分の 2 以上のシラバスで模擬授業を導入しているが、3 割以上のシラバス









は、2 ～ 3 回では少なく、7 回以上では多すぎるのではないかと考える。
　模擬授業の内容については、学年（中・高学年含む）指定があるのが 16 シラバス、内容指定があ























は 2 年生前期に、社会科教育法（2 単位、小学校教諭免許必修科目）は 2 年生後期に位置付づけられ
ている。学生が小学校社会科について学ぶのはこの 2 科目 4 単位が基本である (2)。社会科教育法の授
業はクラス単位で実施しているため、4 コマ開講している。平成 28 年度の履修者は A クラス 26 名、
B クラス 27 名、C クラス 22 名、D クラス 30 名の合計 105 名、平成 29 年度の履修者は A クラス 26 名、
B クラス 23 名、C クラス 29 名、D クラス 16 名の合計 94 名である (3)。
　第 3 表は、平成 29 年度の社会科教育法の授業計画である。1 ～ 8 回で小学校社会科の学習過程、
実践的指導力の育成を目指した小学校社会科教育法の授業のあり方と実践
－ 17 －
学習活動、教材研究、学習指導案、評価等の社会科授業の基本を学び、9 ～ 14 回でまとめとして模
擬授業を 6 回行い、第 15 回でまとめるというシラバス構成である。
第３表　「社会科教育法」の授業計画
１．社会科の学習過程    　　８．優れた社会科授業に学ぶ
２．社会科の授業づくりと教材開発   　　９．社会科模擬授業①（中学年①）
３．社会科の学習活動   　　10．社会科模擬授業②（中学年②）
４．教材開発レポートの発表・交流  　　11．社会科模擬授業③（中学年③）
　　学習指導案の作成①    　　12．社会科模擬授業④（高学年①）
５．社会科の教材研究、学習指導案の作成② 　　13．社会科模擬授業⑤（高学年②）
６．社会科学習指導案の検討  　　14．社会科模擬授業⑥（高学年③）






態、グループ学習、ジグソー学習、様々な学習活動、ICT の活用を取り上げて講義する。第 4 回は、
前半は教材開発レポートの発表・交流を行う。後半は学習指導案と作成の基礎について講義し、学習
指導案レポートについて説明する。第 5 回は、全員の教材開発レポートを OHC で紹介した後、「中














１．社会科教育の意義・目標   ９．歴史的学習の内容①
２．社会科教育の歴史①   10．歴史的学習の内容②
３．社会科教育の歴史②   11．公民的学習の内容①
４．社会科教育のカリキュラム  12．公民的学習の内容②
５．地理的学習の内容①   13．地域学習の内容①
６．地理的学習の内容②   14．地域学習の内容②
７．地理的学習の内容③   15．まとめ
８．地理的学習の内容④
　また、本研究では社会科概説と社会科教育法との関連を図り、社会科実践科目として一体となった
カリキュラム構成を重視しているため社会科概説の授業計画も掲載した（第 4 表）。前半 4 回は、社
会科の意義 ･ 目標、社会科の歴史、社会科のカリキュラムという社会科という教科についての本質を








と」の 3 点をあげている。①については、第 3 章でも述べたように社会科教育法の授業をクラスごと

















テーマ、ねらい、授業構想を書く A4 判 1 枚のレポートを作成するように課題を出した。授業構想は
45 分間の授業でなく、授業の部分を構成するアイデアでよいこととした。写真はモノではなく場面
や景観を撮影するようにし、驚きや発見のある写真、1 枚の写真に複数の要素が入っている写真を推































　「社会科実践科目」1 年間の取り組みのまとめとして、2 ～ 3 人のグループで学習指導案を作成し、
模擬授業を行った。前半 3 回（第 9 回～ 11 回）（6 授業）は中学年、後半 3 回（第 12 回～ 14 回）（6
授業）は高学年の内容を行うように計画を立てて実施した。1 回で 2 つの授業を行い、メンバー全員
が授業者になるようにした。授業時間は 25 分を原則とし、30 分を超える場合は途中でも終了させた。
学習指導案は 45 分間の授業として作成し、授業の一部分を授業するのではなく、導入から終末まで













































　指導を受ける場合は、全員で研究室を訪れること、1 回の指導は 20 ～ 30 分を予定していることを
伝えた。指導可能時間は、授業の空きコマを利用して、火曜日 3,4 限と昼休み、水曜日 3,4 限と昼休み、
金曜日 2,4 限と昼休みとし、場合によっては月曜日にも指導を行った。山口（1992）はマイクロティ




















　模擬授業は各回 2 グループずつ 25 ～ 30 分間行った。前半 3 回を中学年の内容、後半 3 回を高学


















　社会科教育法の 15 回の授業がすべて終了した平成 30 年 1 月に、平成 29 年度後期の受講者 94 名
を対象として、模擬授業に関するアンケート調査を実施した。アンケートの内容は、①模擬授業を行
う上で大変だったこと（自由記述）、②模擬授業を行う上で生かされた授業内容（1 ～ 8 の項目（第























　模擬授業を行う上で生かされた授業内容として設定した 8 項目について、生かされた程度を 5 段階
尺度で調査した平均値と最も生かされた項目として選んだ人数をまとめたものが第 6 表である。









































　この調査項目については 94 名中 33 名（35.1％）の学生が未記入である。社会科教育法の授業は 4
コマあるため 1 週間で 8 つの模擬授業が行われる。模擬授業を実施するに当たっては、授業構想の段
階と学習指導案作成の段階で合計 2 回の事前指導を受けることを原則とし、模擬授業を行う時期は授
業の空きコマと昼休みの時間のほとんどを指導可能時間として学生に対応するようにした。原則通り













































　本稿は、上越教育大学社会科教育学会第 32 回大会（2017.10）および第 33 回大会（2018.10）にお
いて発表した内容に加筆・修正してまとめたものである。
　本研究を進めるにあたっては、平成 29 年度行吉学園研究助成費（ｋ 2807）「社会科教育法におけ













（3）平成 29 年度の 2 年生は教育学科の入学者が少なかった学年であり、履修者の数は例年 100 名を
超える。平成 30 年度の履修者は 112 名で、最も多いクラスの履修者は 36 名である。各クラス
12 グループ編成で模擬授業を実施しているため、履修者が 36 名のクラスは 3 人のグループが
12 グループできることになる。グループの人数が 4 人以上になると、全員が教師役になるとい
－ 29 －
佐　藤　浩　樹
う本実践の取り組みを実現することが難しくなるので、履修者が 36 名以上になった場合には別
の方法を考えることが必要となる。また、教員免許法の改正に伴うカリキュラム改革において、
「社会科概説」が必修科目になるか選択必修科目になるかは未確定であり、選択必修科目になっ
た場合は「社会科教育法」のあり方も検討が必要となってくる。
（4）6（2）の記述において、共起ネットワークの図は、紙面の関係で学習指導案の作成の項目のみを
第 3 図として示し、他の項目については省略した。
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